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乗り子と担ぎ手太鼓台奉舁安全祈願祭

サッセ！サッセー餅まき

小

木津川
小栗栖 小川

中黒

三尾

狹戸大豆生

小川
ふるさとの

祭り
秋は最高潮

太
鼓
台
奉
舁安

全
祈
願
祭

　

10
月
８
日
、
大
字
小
の
丹
生
川

上
神
社
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
小

川
祭
り
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
、「
太
鼓
台
奉
舁
安

全
祈
願
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
祭
り
　
　

　

威
勢
の
よ
い
掛
け
声
を
こ
だ
ま

さ
せ
な
が
ら
、
丹
生
川
上
神
社
境

内
に
各
大
字
か
ら
８
台
の
太
鼓
台

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

太
鼓
台
は
威
勢
よ
く
鳥
居
を
く

ぐ
り
、
拝
殿
の
階
段
下
ま
で
駆
け

寄
り
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
衣
裳

を
身
に
ま
と
い
、
担
ぎ
手
と
乗
り

子
は
祭
り
の
最
後
ま
で
「
ヨ
ー
イ

ヤ　

サ
ノ
サ
イ
」（
担
ぎ
手
）「
ヨ

イ
ヤ　

サ
ッ　

サ
ア
ー
」（
乗
り
子
）

と
勇
ま
し
い
掛
け
声
で
境
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
八
連
の
太
鼓
台
が

一
列
に
並
び
、
一
斉
に
差
し
上
げ

ら
れ
る
と
大
観
衆
か
ら
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
わ
き
上
が
り
、
小
川

祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。

広 報 ひ がしよし の 令和５年11月１日広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日
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開会行事の様子

三木ひろし デ・オッシ

東吉野中学校

天忠組市町村連携協議会会長 水本実村長挨拶

ザ・ぼんち

連続講座第1弾　パネルディスカッション

　

10
月
2
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
高
齢
者
福
祉
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
水

本
村
長
の
あ
い
さ
つ
、
大
丸
村
議
会
議
長
を
は
じ
め

来
賓
あ
い
さ
つ
、
祝
辞
等
の
開
会
行
事
に
続
き
、
演

芸
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
、
東
吉
野
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福

祉
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
体
操
、
全
校
生
徒
で
の
合

唱
や
「
東
中
ソ
ー
ラ
ン
」、
そ
の
後
は
デ
・
オ
ッ
シ

に
よ
る
「
和
洋
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
」、
三

木
ひ
ろ
し
氏
に
よ
る
「
五

木
ひ
ろ
し
そ
っ
く
り
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
」、
ザ
・

ぼ
ん
ち
に
よ
る
漫
才
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
交
流
会

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
大
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
東

吉
野
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
柳
井
斉
邦
氏

よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

五
條
市
、
安
堵
町
、
十
津
川
村
、
東
吉
野
村
の
四
市
町
村
で
組
織
し
て
い
ま
す

天
忠
組
市
町
村
連
携
協
議
会
が
、
天
忠
組
義
挙
１
６
０
年
を
記
念
し
て
、「
天
忠
組

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
和
」
の
連
続
講
座
を
天
理
市
に
あ
る
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

連
続
講
座
第
１
弾
は
９
月
30
日
に
「
天
忠
組
を
知
る
」
と
題
し
、
奈
良
県
立
大
学

客
員
教
授
の
岡
本
彰
夫
氏
に
よ
る
「
今
な
ぜ
天
忠
組
な
の
か
」
に
つ
い
て
の
基
調
講

演
、
映
像
作
家
保
山
耕
一
氏
に
よ
る
映
像
作
品
「
天
忠
組
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
岡
本
教
授
、
保
山
氏
に
、
映
像
作
品
に
出
演
し
て
い
た
天
誅
（
忠
）
組
記
念

館
館
長
の
草
村
克
彦
氏
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
俳
優
の
大
垣
知
哉
氏
を
加

え
～「
天
忠
組
」
制
作
秘
話
～
と
題
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
続
講
座
第
２
弾
は
10
月
９
日
に
「
天
忠
組
を
語
る
」
と
題
し
、
奈
良
県
橿
原
考

古
学
研
究
所
企
画
係
長
の
小
栗
明
彦
氏
は
「
水
戸
の
激
派　

岡
見
留
次
郎
経
成
」
に

つ
い
て
、
主
任
研
究
員
の
岡
見
知
紀
氏
は
「
岡
見
留
次
郎
の
み
た
天
忠
組
」
に
つ
い

て
の
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奈
良
県
立
大
学
客
員
教
授
の
岡
本
彰
夫

氏
、
東
吉
野
村
水
本
実
村
長
、
安
堵
町
西
本
安
博
町
長
、
五
條
市
平
岡
清
司
市
長
、

十
津
川
村
小
山
手
修
造
村
長
ら
５
人
が
「
夢
と
未
来
を
語
る
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
熱
心
な

天
忠
組
フ
ァ
ン
や
関
係
者

の
方
々
が
集
ま
り
、
貴
重

な
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
ひ
と
と
き

　
　
高
齢
者
福
祉
交
流
会

天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
和

ア
マ
ゴ
の
成
魚
放
流
！

第
10
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン
大
会

広 報 ひ がしよし の 令和５年11月１日

4



放流の様子

アマゴの様子

マラソン大会の様子

　

10
月
７
日
、
村
漁
業
協
同
組
合
員
さ
ん
達
の
手
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
１
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
ア
マ
ゴ
の
成
魚
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
マ
ゴ
の
成
魚
は
下
北
山
村
産
で
、
放
流
さ
れ
る
と
元
気
よ
く
本
村
の
美
し
い
川

を
泳
ぎ
出
し
ま
し
た
。
と
て
も
元
気
な
ア
マ
ゴ
で
、
放
流
時
に
水
し
ぶ
き
が
上
が
る

程
で
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
ア

マ
ゴ
た
ち
は
秋
頃

に
産
卵
し
、
冬
頃

に
孵
化
し
ま
す
。

孵
化
し
た
稚
魚
た

ち
は
本
村
の
清
流

で
大
き
く
育
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

10
月
８
日
、
本
村
と
友
好
町
村
で
あ
る
梼
原
町
で
、
第
10
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
坂
本
龍
馬
が
国
境
超
え
前
夜
に
一
泊
し
て
酒
を
酌
み
交

わ
し
た
こ
と
か
ら
、
７
日
に
前
夜
祭
が
開
催
さ
れ
、
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
相
互
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
３
名
、
10
㎞
に
５
名
が
参
加
し
、
過
酷
な
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
に
加
え
、
天
候
も
過
酷
で
し
た
が
全
員
無
事
に
完
走
し
ま
し
た
。

ア
マ
ゴ
の
成
魚
放
流
！

第
10
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン
大
会

広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日
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竣工式の様子

　

９
月
26
日
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
「
さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
は
、
東
吉
野
村
と
大
淀
町
、
下
市
町
、

黒
滝
村
、
天
川
村
、
川
上
村
の
２
町
４
村
で
構
成
す
る
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合

の
ご
み
処
理
施
設
で
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
本
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー

　
（
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
）

　

〒
６
３
９–

３
１
２
１

　

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
大
字
西
増
５
９
６–
３

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
４
６–

４
７–

２
２
１
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
６–

４
７–

２
１
３
５

さ
く
ら
美
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　日裏川から高見川に注ぐ「東の滝」と碧潭をなし神秘的な「夢淵」から「丹生川上神社及びその周辺」
をライトアップします。
　ライトアップ期間中は、色々なイベントを開催予定ですのでみなさまお誘い合わせの上是非ご来場く
ださい。

日　　　　　時　　１１月６日（月）～１２日（日）１７：３０～２０：００
場　　　　　所　　東の滝、夢淵、丹生川上神社周辺　（東吉野村大字小）
駐　　車　　場　　東吉野キャンプ場駐車場をご利用ください。
期 間 中 催 し　
　実行委員会主催
　　フードブース　１１日（土）・１２日（日）１６：００～２０：００（詳細は後日）
　丹生川上神社主催
　　絵画の展示　　　６日（月）～１２日（日）
　　ハープ演奏　　　８日（水）
　　太鼓操演　　　１１日（土）
　詳細は、丹生川上神社にお問い合わせください。（０７４６－４２－００３２）
　※上記催しは現時点での予定となっております。

　お問い合わせ先　　観光ライトアップ実行委員会事務局（東吉野村地域振興課内）
　　　　　　　　　　ＴＥＬ　４２－０４４１

東の滝・夢淵 ライトアップ　開催東の滝・夢淵 ライトアップ　開催

広 報 ひ がしよし の 令和５年11月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1111
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
11
月
15
日
（
水
）
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同
士

の
交
流

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
13
日
（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診

と
　
き
　
11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　

受
付　

13
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

　
村
奉
仕
活
動
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー（
東

吉
野
村
小
６
７
０
番
地
）

※�

今
回
の
会
場
は
役
場
で
は
な
い
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
３
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

令
和
４
年
４
月
～
令
和
４
年
６
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

令
和
３
年
10
月
～
令
和
３
年
12
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

令
和
２
年
４
月
～
令
和
２
年
６
月
生
ま
れ

※�

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

内
　
容

　

身
体
測
定
、
内
科
・
歯
科
診
察
、
栄
養
・

歯
科
・
育
児
相
談

　
（
対
象
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
）

※�

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
住
民
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

変
更
な
ど
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
対
象

者
へ
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
臨
床
心

理
士
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
11
月
18
日
（
土
）　

10
時
～
16
時

　
（
た
だ
し
、
12
時
～
13
時
を
除
く
）

と
こ
ろ

　
東
吉
野
村
運
動
公
園
体
育
館
（
中
黒
）

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

　

村
の
集
団
接
種
は
10
月
で
終
了
し
ま
し

た
が
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

引
き
続
き
下
記
日
程
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
自
身
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
接

種
に
あ
た
っ
て
は
接
種
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
予
約
前
に
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
予
約
先
】

予
約
専
用
電
話
番
号

　

０
７
４
７－

５
４－

５
０
８
３

　
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

10
時
～
14
時
）

　

予
約
は
一
ヶ
月
前
の
同
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成

に
つ
い
て

対
　
象

　

接
種
当
日
に
東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ

り
、
左
記
①
②
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

す
方
の
う
ち
、
一
度
も
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
か
ら
64
歳
以
下
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方

助
成
対
象
期
間　

通
年

助
成
額

　

自
己
負
担
4
，
０
０
０
円
を
超
え
た
金

額
（
た
だ
し
、
上
限
は
4
，
0
０
０
円
）。

　

※
生
活
保
護
受
給
者
は
全
額
助
成

助
成
方
法　

償
還
払
い

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
（
予
診
票
、
申

請
書
等
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②�

医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
（
一
旦
、
全
額
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）。

③�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写
し

を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
は
、
年
齢
と
と
も
に
身
体
の
抵

抗
力
（
免
疫
力
）
が
低
下
す
る
た
め
、
肺

炎
に
な
る
と
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
に
な
っ
た
と
き

に
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
受
診
先

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児

童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

つ
い
て

　

子
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年
11
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
家
庭

や
学
校
、
地
域
等
の
社
会
全
般
に
わ
た
り
、

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心
と
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
期
間
中

に
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発

活
動
な
ど
種
々
の
取
組
を
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
も
、「
子
ど
も
虐

待
の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を

配
布
し
ま
す
。
子
ど
も
達
が
虐
待
を
受
け

る
こ
と
な
く
オ
レ
ン
ジ
色
の
明
る
い
未
来

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
子

ど
も
達
や
子
育
て
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
見
守
り
や
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。
気
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
は
全
国
児
童

相
談
所
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
通
話
料
無

料
で
24
時
間
無
休
で
対
応
し
ま
す
。
通
告
・

相
談
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
通
告

や
相
談
を
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

南大阪総合医療センター
新型コロナワクチン秋接種の日程

【金曜日】
17時30分～ 20時30分
※�生後6か月～ 11歳以下は
金曜日のみ接種可

【土曜日】
９時30分～ 12時00分
13時00分～ 15時30分

１１月１０日 １１月 ４日

１１月２４日 １１月２５日

１２月 １日 １２月２３日

１２月２２日

１月 ５日

広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会
皮膚科に関する
健康相談

１１月９日（木）
午後２時～３時 予約必要 奈良県医師会

　皮膚科部会

目の健康相談 １１月１４日（火）
午後２時～３時 予約必要 奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

１１月２４日（金）
午後３時～４時

予約必要
※受付締切１１月１７日（金）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

１１月２９日（水）
午後２時～３時 予約必要 奈良県医師会

　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問い合わせください。
場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６
☆「ひふの日」記念講演会のご案内　　　　　

講演会名 日　時 場　所 内　容

「ひふの日」記念講演会
※奈良県医師会皮膚科部会
　奈良県臨床皮膚科医会

１１月４日（土）午前９時～
１１月１９日（日）まで

YouTube でオンデマンド配信

YouTube チャンネル
「奈良ひふの日」 「糖尿病と皮膚」

たにの皮ふ科クリニック
院長　谷野祥子　先生

連絡先　奈良県眼科医会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和5年11月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

梅
毒
と
は
梅
毒
菌
（
梅
毒
ト
レ
ポ

ネ
ー
マ
）
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

性
感
染
症
（
い
わ
ゆ
る
性
病
）
で
、
主

に
性
行
為
な
ど
の
性
的
接
触
に
よ
り
、

口
や
性
器
な
ど
の
粘
膜
や
皮
膚
か
ら

感
染
し
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
（
口
腔
）
性

交
や
ア
ナ
ル
（
肛
門
）
性
交
で
も
感
染

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の

梅
毒
感
染
者
数
は
、
2
0
1
2
年
に

は
8
7
5
人
で
し
た
が
、
2
0
2
2

年
に
は
約
1
3
0
0
0
人
と
10
年
で

お
よ
そ
15
倍
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

梅
毒
に
感
染
す
る
と
、
性
器
や
口

の
中
に
小
豆
か
ら
指
先
く
ら
い
の
し

こ
り
が
で
き
た
り
、
痛
み
、
か
ゆ
み

の
な
い
発
疹
が
手
の
ひ
ら
や
体
中
に

広
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
は
治
療
し
な
く
て
も
自
然
に

消
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

治
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
感

染
力
が
持
続
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
治
療
を
し
な
い
ま
ま
放
置
し
て

い
る
と
、
数
年
か
ら
数
十
年
の
間
に

心
臓
や
血
管
、
脳
な
ど
の
複
数
の
臓

器
に
病
変
が
生
じ
、
時
に
は
死
に
い

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

梅
毒
の
感
染
は
血
液
検
査
で
わ
か

り
ま
す
が
、
潜
伏
期
間
が
3
～
4
週

間
あ
り
、
そ
の
間
は
血
液
検
査
を
し

て
も
異
常
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

治
療
に
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
の
抗
生

物
質
を
使
い
ま
す
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
に

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
人
に
は
別
の
抗

生
物
質
を
使
い
ま
す
。
早
期
梅
毒
は

正
し
く
治
療
を
行
え
ば
比
較
的
治
り

や
す
い
病
気
で
す
の
で
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
梅

毒
の
予
防
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
が
有
効

で
す
が
、
コ
ン
ド
ー
ム
が
覆
わ
な
い

部
分
の
皮
膚
な
ど
で
も
感
染
が
お
こ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
1
0
0
％

安
全
な
予
防
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皮
膚
や
粘
膜
に
異
常
の
あ
る
方
、

ご
心
配
な
方
は
早
め
に
お
近
く
の
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

梅
毒
が
増
え
て
い
ま
す

梅
毒
が
増
え
て
い
ま
す

広 報 ひ がしよし の 令和５年11月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
シニア世代の健康教室を開催しました

　元気なうちから、食生活や運動習慣を見直すために、９月２１日、９月２８日、１０月５日の
３日間、木津ふれあいセンターにてシニア世代の健康教室を開催しました。
　１２名の方が参加され、「膝・腰・肩などの関節痛について」や「正しい食生活の理解」、「きれ
いな姿勢や腹筋の強化について」等の講義と、ストレッチを中心とした体操を行いました。
　「とっても勉強になりました。」や「毎回楽しみにしていました。」等の感想をいただきました。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々
（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて専門相談員による窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　１１月１５日（水）１４時～１７時　　場　所：役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１８時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日

9



　「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録されてから、今年（2023年）
で10周年を迎えます。日本には春・夏・秋・冬の四季があり、地域によって異なる気候風土のもとに、
さまざまな食文化が育まれてきました。中でも、微生物の働きによって保存性やおいしさを高めた「発
酵食品」は和食に欠かせないもので、各地で食べ継がれてきた地域特有の食品が多くあります。

地域に伝わる発酵食品
に目を向け、ふるさと
の食文化を見直してみ
ませんか？

　芸術の秋、食欲の秋、読書の秋…。みなさんはどのような秋をお過ごしでしょうか？
　給食センターでは「食欲の秋」はもちろんですが、「読書の秋」も満喫してほしいという思いから、
先月の27日に「おはなし給食」を実施しました。
　誰もが知っている「はらぺこあおむし」の絵本で、お腹をすかせたあおむしが食べ
るお菓子や果物のひとつ、チョコレートケーキを給食風にアレンジして提供しました。
　今月の８日には、「バムとケロの空の旅」から、バムとケロが物語の中で食べるホッ
トドッグを再現する予定です。

岩手県・金婚漬け／京都府・すぐき漬け／鹿児島県・山川漬け

北海道・いずし／滋賀県・ふなずし／和歌山県・さばのなれずし

秋田県・しょっつる／石川県・いしる／香川県・いかなごしょうゆ

10月27日～ 11月9日は読書週間です

広 報 ひ がしよし の 令和５年11月１日
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小
林　

匠

　

こ
ん
に
ち
は
。
集
落
支
援
員
の

小
林
で
す
。

　

平
成
二
十
九
年
三
月
末
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
、
同
年

四
月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し
て
情

報
発
信
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
発
信
内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
チ
ラ
シ
や
村
の
特
産
品
な
ど
を

紹
介
し
た
冊
子
の
制
作
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
発
信
な
ど

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
の
特
産
品
を
使
っ
た
料

理
等
を
紹
介
す
る
冊
子
「
Ｈ
Ｉ
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
の
第
二
弾
を
今
年
の

５
月
に
発
行
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
柚
子
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
元
協
力
隊

の
福
井
孝
尚
さ
ん
が
撮
影
し
、
レ

シ
ピ
は
元
協
力
隊
の
藤
川
美
織
さ

ん
に
考
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
に
お
い

て
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ひ

よ
し
祭
り
」
で
は
チ
ラ
シ
の
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ス

ト
は
、
祭
り
の
準
備
を
し
て
い
る

風
景
を
三
回
に
分
け
て
制
作
し
て

い
ま
す
。
祭
り
の
準
備
を
し
て
い

る
人
達
を
見
る
と
、
気
持
ち
が
ワ

ク
ワ
ク
し
て
お
祭
り
が
楽
し
み
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
チ

ラ
シ
を
見
た
人
に
伝
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
か

め
や
の
看
板
、
会
場
ｍ
ａ
ｐ
な
ど

も
製
作
進
行
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
村
の
Ｐ
Ｒ
活
動

で
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々

広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日
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ふれあいサロンピック２０２３
　９月２７日（水）に、４年ぶりにふれあいサロンピックを開催しました。
　参加者は１１８名で午前の部は１４グループに分かれてクイズを楽しんでいただきました。
　ふれあいサロンピックでは、恒例の職員対決予想クイズで、リフティング対決、ぞうきんがけ対決や
大縄飛び２０回以上飛べるかチャレンジをしてもらい、職員が体を張って大いに会場を盛り上げました。
　午前の部
　　笑ってこたえて　団体戦でクイズ大会
　　和菓子総選挙　洋かん　大福　どら焼き　たい焼き　カステラ

輪投げ

クイズ大会

輪投げ

午後の部
　輪投げ大会　練習１回　本番２回
　秋の音楽会　松谷文美先生　『星影のワルツ』と『北国の春』
　盆踊り　　　音頭取り　山本良博さん　太鼓　桝本君孝さん
　餅まき　　　餅４０升

クイズで優勝した６グループの皆さん 輪投げ大会１位、２位、３位の皆さん

餅まき 餅まき

炭坑節 祭文踊り

秋の音楽会 秋の音楽会
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令
和
五
年
九
月
二
十
六
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
清さ

や

か
に
水
澄
め
り	

伊
藤　

志
津
子

　

評

　

水
澄
む
は
、
秋
の
水
の
澄
み
切
っ
た
様
子
を
い
う
。

　

朝
夕
に
冷
や
や
か
さ
が
感
じ
る
頃
に
な
る
と
水
の

澄
む
季
節
に
な
る
。

　

作
者
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
水

の
澄
ん
で
い
る
様
子
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
聴

覚
と
視
覚
に
訴
え
た
句
で
あ
る
。

霧
ご
も
り
ゐ
た
り
吉
野
の
山
川
は	

辻　

佐
和
子

　

評

　

霧
は
、
日
本
の
各
地
に
一
年
中
ど
の
季
節
に
も
か

か
る
が
、
秋
に
最
も
多
い
。

　

掲
句
の
、「
霧
ご
も
る
」
は
、
霧
で
全
く
景
色
の
見

え
な
い
様
子
を
い
う
。

　

吉
野
は
、
特
に
霧
が
濃
く
、
あ
た
り
一
面
見
え
な

く
な
る
時
が
あ
る
。

　

大
景
を
詠
ん
だ
佳
句
で
あ
る
。

ひ
つ
そ
り
と
た
だ
ひ
つ
そ
り
と
草
の
花	

宮
崎　

利
一

　

草
の
花
は
、
秋
の
野
山
や
庭
に
咲
く
草
花
の
す
べ

て
を
い
う
。

　

秋
の
七
草
に
数
え
ら
れ
る
有
名
な
花
よ
り
も
、
名

も
知
ら
れ
な
い
草
花
で
あ
る
。

　

作
者
は
、
そ
れ
ら
の
草
花
が
い
と
お
し
い
と
思
い
、

は
か
な
さ
も
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ひ
つ
そ
り
と
」
の
繰
返
し
に
そ
の
思
い
を
吐
露
し

て
い
る
。

▪
準
特
選
の
部

テ
ラ
ス
席
銀
座
の
カ
フ
ェ
に
秋
の
蝉	

宮
下　

俊
二

風
わ
た
る
う
す
紫
の
大
花
野	

松
谷　

忠
則

美
吉
野
の
地
に
も
ひ
ね
も
す
秋
の
声	

川
村　

貞
子

▪
佳
作
の
部

早
く
も
軸
な
る
か
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

	

宮
下　

俊
二

法
師
蝉
太
く
て
低
き
声
の
せ
り	

濱
田
貴
美
子

笑
む
母
の
遺
影
は
若
し
秋
彼
岸	

伊
藤
志
津
子

存
分
に
水
の
香
満
ち
て
秋
の
色	

池
田
美
砂
子

草
の
絮
た
う
た
う
空
家
ば
か
り
な
り	

辻　

佐
和
子

「
見
つ
け
た
」
に
み
ん
な
駆
け
寄
る
思
ひ
草

	

前
田　

景
子

一
軒
の
山
家
の
上
の
星
月
夜	

宮
崎　

成
子

無
口
な
り
し
船
乗
り
の
父
敗
戦
忌	

池
垣　

昭
美

草
に
混
じ
り
て
鬼ほ

お

灯ず
き

の
ふ
く
れ
を
り	

宮
崎　

利
一

川
の
面
に
秋
色
映
す
木
々
の
影	

松
谷　

忠
則

八
朔
の
朝
日
差
し
込
神
の
杜も

り	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

裏
山
に
登
り
枝
打
ち
天
高
し	

宮
下　

俊
二

鮎
落
つ
る
吉
野
川
ま
だ
濁
り
を
り	

濱
田
貴
美
子

露
地
風
に
ら
う
そ
く
消
ゆ
る
地
蔵
盆	

濱
田
貴
美
子

深
吉
野
の
空
は
狭
し
よ
鰯
雲	

伊
藤
志
津
子

ひ
だ
る
神
を
り
は
せ
ぬ
か
と
行
く
花
野	

池
田
美
砂
子

刈
り
捨
て
の
草
突
き
上
ぐ
る
彼
岸
花	

池
田
美
砂
子

薄
紅
葉
し
た
る
飯
貝
御
坊
に
も	

辻　

佐
和
子

眠
り
ゐ
る
皇
子
も
見
給
へ
曼
殊
沙
華	

前
田　

景
子

爽
や
か
や
学
芸
員
の
解
説
は	

前
田　

景
子

朝
露
の
草
ま
た
草
に
裾
濡
ら
す	

宮
崎　

成
子

コ
ー
ヒ
ー
と
ム
ー
ン
リ
バ
ー
と
秋
の
暮	
宮
崎　

成
子

小
夜
更
け
て
雲
間
隠
れ
に
盆
の
月	
池
垣　

昭
美

露
草
の
玉
の
雫
に
今
朝
の
晴	
池
垣　

昭
美

妻
の
髪
少
し
切
り
し
て
変
は
る
秋	

宮
崎　

利
一

朝
明
け
の
や
や
遅
く
な
り
白
露
の
日	

松
谷　

忠
則

新
米
は
つ
や
姫
な
り
て
光
る
粒	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

大
空
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て

花
火
師
が
工
の
技
を
世
界
に
ほ
こ
る	

元
林
マ
ス
ミ

若
い
時
晩
秋
が
す
き
で
し
た

こ
の
年と

し

に
な
る
と
わ
び
し
く
さ
み
し
い	

元
林
マ
ス
ミ

小
春
日
に
い
つ
か
な
つ
い
た
の
ら
猫
が

祖
母
に
だ
か
れ
て
同
時
に
あ
く
び	

元
林
マ
ス
ミ

こ
の
夏
の
異
様
な
暑
さ
人
は
耐
え

夕
焼
け
に
秋
来
ぬ
こ
と
を
知
る	

福
井
メ
イ
子

十
五
夜
や
そ
の
輝
や
き
に
手
を
休
め

明
か
り
を
消
し
て
し
ば
し
佇
む	

福
井
メ
イ
子

名
は
知
ら
ぬ
草
の
綿
毛
が
初
秋
の

空
へ
飛
び
立
つ
意
思
あ
る
よ
ふ
に	

浦
田
由
美
子

秋
風
に
獅
子
も
金
虎
も
煌
め
き
つ

太
鼓
台
行
く
過
疎
の
県
道	

浦
田
由
美
子

紺
色
の
切
子
の
グ
ラ
ス
に
一
輪
の

コ
ス
モ
ス
挿
し
て
我
の
秋
来
る	

浦
田
由
美
子

九
十
四
歳
長
寿
の
秘
訣
は
カ
ラ
オ
ケ
か

張
り
あ
る
声
に
感
嘆
す
る
や	

辻　

由
美
子

五
年
ぶ
り
小
川
祭
り
に
ウ
キ
ウ
キ
し

孫
乗
る
太
鼓
台
に
エ
ー
ル
を	

辻　

由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

年
を
取
り
増
え
る
ボ
ヤ
キ
と
忘
れ
物	

植
平　

佳
伸

通
院
も
体
力
勝
負
夏
の
陣	

植
平　

佳
伸

天
国
も
序
列
あ
り
そ
う
戒
名
で	

植
平　

佳
伸
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　毎年、広報ひがしよしの１月号にて掲載しています「〇〇年生まれ大集合」のコーナーで、

写真等を掲載していただける方を募集しています。

　令和６年は「辰年」です。村内在住の辰年生まれの方、ご協力をお願いします。

掲載内容　�写真・氏名・大字・コメント（新年を迎えての抱負等）

掲載誌　　�令和６年広報ひがしよしの１月号

募集対象　�村内在住の辰年生まれの方

募集期間　�１１月１日（水）から１１月３０日（木）まで（受付は平日のみ）

注意事項　��応募多数の場合は、年代・性別・大字等選考調整のうえ掲載しますので、全ての方

を掲載できない場合があります。

　　　　　��小学校５・６年生の辰年の方については、東吉野小学校と調整のうえ全員掲載させ

ていただく予定です。

　　　　　�応募人数が少ない場合は、こちらからお電話させていただく場合があります。

　　　　　�ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

お申し込み・お問い合わせ先　総務企画課　広報係（４２－０４４１）

広報ひがしよしのからのお知らせ広報ひがしよしのからのお知らせ
辰年生まれの方、大募集！！辰年生まれの方、大募集！！

広 報 ひ がしよし の令和５年11月１日
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